
Ⅰ
■出題のねらい
ある1日の家族の会話を題材に，空所補充問題と内容把握を問う問題から構成されています。
まず，会話でよく用いられる基本的な表現を知っている必要があります。そして，理解にあ
たっては，本問が4人による会話であることを踏まえ，誰が誰に向かって言っているのかを把
握することが重要です。英文自体はそれほど難しいものではありません。

■採点講評
2 ， 5 ， 6 は非常によくできていました。いずれも空所補充の問題ですが，会

話の流れをきちんとつかめていたためと考えられます。一方，正答率が低かったのは 1 と
7 でした。 1 を解くには，— have a lot of funで「～はとても楽しい」という意味
を表すことを知っている必要があります。これは，have fun（楽しい）を強めた表現です。
選択肢のmanyは funが不可算名詞であることから，除外することができます。 7 は父
親と母親に関する内容一致の問題です。母親の You’ve been working late every day

recently.という発話が父親に向けられたものであることに気づけば，これを言い換えた①
The father does not usually get home from work early.を選ぶことができたでしょう。
特に会話問題を解く際には，発言内容だけでなく，誰から誰に向けた発言なのかに注意しま
しょう。この他に 3 も正答率が比較的低い問題でした。選択肢③saidと迷った人がいる
かもしれません。たしかに sayと tellは意味は似ていますが，使い方が違います。ここでは
tellの基本的な使い方の1つである tell（人）to V（～に…するように言う）が使われていま
す。類義語については，典型的な使い方も知っておくことが重要です。
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Ⅱ
■出題のねらい
ニュースでも耳にしたことがあると思われるテレワークに関する問題です。グラフを参照し
ながら，会話を読み取ることが求められます。

■採点講評
正答率が低かったのは 9 と 12 でした。 9 の正答率は30％ほどでした。正答であ
る quitの意味が分からなかったことが原因と考えられます。会話でもよく用いられる語であ
り，基礎的な語彙力を身につけておく必要があります。ただ，文脈から消去法で解くこともで
きるので，文脈から空所に入る内容を推測できることが望まれます。また， 12 は内容一致
の問題で，会話だけでなくグラフを読み取る力も求められます。グラフや図の読み取りに慣れ
ておくとよいでしょう。

Ⅲ
■出題のねらい
広告を題材とした内容把握の問題です。質問，選択肢がすべて英語で出題されていますが，
丁寧に読めば難しい問題ではありません。

■採点講評
全体的に正答率が高く易しかったようです。3問中正答率が最も低かったのは 15 でした。

本文の内容と一致しないものを選ぶ問題ですが，内容と一致するかどうかを1つ1つ確認して
いけば誤答を避けられるでしょう。



Ⅳ
■出題のねらい
近年注目を浴びている自動運転タクシーに関する新聞記事を出典とする総合問題です。同義
語を問う問題や並べ替えも含まれています。単語の辞書的な意味だけでなく，文脈に合った意
味を普段から考えるようにしましょう。さらに，並べ替えに対しては，構文の知識もあると容
易に解けるようになります。

■採点講評
問題数が多いことやテーマである自動運転タクシーに馴染みがあまりなかったこともあり，
全体的な正答率が低く難しかったように思われます。とりわけ， 21 と 26 が難しかった
ようです。 21 は negotiate one’s way to —（話し合いながら～にたどり着く）という熟
語表現です。この one’sは主語に合わせた代名詞を用いる必要があり，この文の主語は the

robotic cabなので itsとなります。 26 は operatorsの同義語を問う問題ですが，文脈から
タクシーの「会社」に相当することが分かります。辞書的な意味は重要ですが，文脈上の適切
な意味を考えるようにしましょう。 17 ， 18 ， 20 ， 27 も難しかったようです。
17 は選択肢から関係詞の問題と思い込んだために，正答率が低くなったと思われます。空
所補充の問題では，選んだ答えを空所に入れて，必ず意味を確認するようにしましょう。
18 は untilと byの違いに注意しましょう。until Xは Xまで動作・行為が継続しているこ
とを，by Xは Xまでに動作・行為が完了していることを表します。このように紛らわしい表
現は，語ではなく例文で覚えておくとよいでしょう。 20 は基本的な受身文の問題で，答え
は place a dispatch order（配車する）の動作主体を表す byとなります。おそらくこの表現
の元となる place an order（注文する）を知らなかったために，正答率が低くなったと思わ
れます。 27 は並べ替えの問題ですが，これを解くには so — that …（とても～なので
…）という構文の知識が必要です。構文の知識は英文を書く場合にも読む場合にも重要となり
ます。このことを考慮し，例文で覚えることをおすすめします。内容一致を問う 28 の問題
は40％以下の正答率で，他の大問の内容一致の問題と同様に，難しかったようです。内容一致
の問題は，本文のどの部分と一致しているのかを見極めることが重要となります。答えは④
The joint venture thinks the robotic cars will help lower the taxi fares.ですが，本文
では… reduce faresと書かれています。このように選択肢では reduceが lowerで言い換え
られており，普段から類義語（できれば反意語）も併せて語彙力を高めることを心がけましょ
う。 19 と 22 は非常によくできていました。




